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2026年８月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異及び 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2025年 10月 14日に公表いたしました 2026年８月期の第２四半期（中間期）連結業績予想と実績

に差異が生じましたこと、及び当該実績値を踏まえて 2026年８月期通期の連結業績予想の修正を行うことと

いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１． 2026年８月期第２四半期（中間期）連結業績予想数値と実績値の差異 

（2025年９月１日～2026年２月 28日） 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 
１ 株 当 た り 
連結中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

7,525 

百万円 

454 

百万円 

451 

百万円 

275 

円 銭 

28.10 

実 績 値 （ Ｂ ） 7,948 598 612 322 32.90 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 423 144 161 47 4.80 

増 減 率（ ％ ） 5.6 31.9 35.8 17.2 17.1 

（参考）前年同期実績 
（2025 年８月期第２ 
四半期） 

6,563 272 272 84 8.49 

（注）2025 年 12 月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり連結中間純利益を算定しております。 

 

２． 2026年８月期通期連結業績予想数値の修正 

（2025年９月１日～2026年８月 31日） 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
１ 株 当 た り 
連結当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

16,010 

百万円 

965 

百万円 

960 

百万円 

586 

円 銭 

59.79 

今回修正予想（Ｂ） 16,433 1,166 1,194 728 74.24 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 423 201 234 142 14.45 

増 減 率（ ％ ） 2.6 20.8 24.3 24.3 24.2 

（参考）前期実績 
（2025 年８月期） 

14,152 829 777 445 45.36 

（注）2025 年 12 月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり連結当期純利益を算定しております。  



 

３． 修正の理由 

2026年８月期第２四半期（中間期）の連結業績につきましては、AI領域を中心とした DX関連需要を着実

に取り込み、AI開発案件、AIコンサルティングを含む高付加価値案件の獲得に注力した結果、上期を通じ

た事業進捗が全体として堅調に推移し、売上高は前回発表予想を上回る実績となりました。 

既存顧客への深耕及び新規顧客の開拓が順調に進展しており、特定の大型案件や一過性の要因によるもの

ではなく、本業の着実な積み上げが寄与しております。 

利益面につきましては、AIに関連する高付加価値案件を中心とした売上高の増加による増益効果に加

え、AI駆動開発推進による通常案件の高利益化やプロジェクト運営・品質管理の高度化、並びに新規に採

用したコンサルタント及びエンジニアの早期戦力化が進展したことなどを背景に、上期を通じて収益性の改

善が確認されました。これらの結果、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する中間純利益はいずれも

前回発表予想を上回る水準となりました。 

 

2026年８月期通期連結業績予想につきましては、上記の中間連結業績の実績差異を踏まえ、修正を行っ

ております。 

売上高につきましては、上期の進捗を通期予想に反映し、下期においては期初計画どおりとしておりま

す。 

利益面におきましては、上期において確認された収益構造の改善効果が下期においても継続して寄与する

ものと見込んでおります。また費用においては、上期に続き、下期においてはさらに AI Readyなコンサル

タント及びエンジニアの採用の継続や事業成長に向けた投資を継続する方針のもと、これらの戦略投資を見

込んだ費用計画としております。これらを総合的に勘案した結果、通期の各段階利益について前回発表予想

を上回る見通しとしております。 

 

 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な

情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


